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 ４月２日（木） 上野年度４月移動例会報告 

会 報 

つくば学園ロータリークラブ    

  

 

 

It is the 23rd year since 1986 TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

  観桜会                  会場：ホテルグランド東雲 

今年も桜の春がやってまいりました。つくば学園ロータリークラブ恒例の観

桜会が４月２日にホテルグランド東雲で開催されました。会場に入ったとた

んに誮もが目を奪われたのは、見事な枝ぶりの桜でした。 

毎年、鈴木会員がご用意して下さる桜の咲き具合に感心させられるわけです

が、今年もまた一段とパワーアップして圧倒的なインパクトを私たちに不え

てくださいました。「霧筑波」の薦被りの樽に、まるでその樽から生えてい

るかのようにさりげなく活け込んでありました。これを目にした会員からは

「オー、すごいな」という歓声や「どうやって運び込んだのかな」という声

が上がっていました。桜の花びらも開花の具合がこれまた絶妙。鈴木会員は

いったいどんな秘技で花を調節しているのか、毎回丌思議に思うわけです。

この観桜会の日程に照準を合わせて温度をコントロールすることで、開花具

合を調節しているとお聴きして、その思い入れや御苦労を思うとありがたい

感謝の気持ちで一杯になります。この場をお借りして、あらためましてお礼

を申し上げます。本当にありがとうございました。 

上野会長のご挨拶 

鈴木会員のご挨拶 
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      ４月２日（木）観桜会会場から        ホテルグランド東雲             

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

移動例会が始ります 桜をバックに集合 

グラスを持って集合 落ち着いて にこやかに 

あらたまって 桜の花と一緒に 微笑みを浮かべながら 

ルネッサ～ンス！ お料理も楽しみます 叱られてるわけじゃないようです 
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      ４月２日（木）観桜会会場から        ホテルグランド東雲             

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

桜の香りだって楽しみます どれどれ、うーんいいね 

当然ですが焼酎も楽しみます 

触れ合ったりもします これ、おいしいっすよ！ 

まったりと寄り添ったり 肩を組んだり 

すまし顔だってしちゃいます 

タヒチアンダンスも楽しみました 中締めのごあいさつ 受付ごくろうさまです 



 

   

フィリピンで最初のポリオワクチン接種活動 

 国際ロータリー（ＲＩ）の1978年4～5月の理事会は、「保健、飢餓追放および人間尊重補助金プログ

ラム（Health, Hunger and Humanity Program）」、いわゆる3－Hプログラムを設立し、これは

1979－80年度にロータリー財団に引き継がれました。このプログラムの目的は、国際間の理解、親善お

よび平和を推進するための方法として、人々の健康状態を改善し、飢餓を救済し、人間的社会的向上発

展をはかることにあります。 

 1979年の初め、フィリピンのザビノ・サントスパストガバナー（1970－71年度）が、ＲＩにポリオ免

疫接種事業を行ってくれるように、という手紙を出したのです。ポリオ予防ワクチンの必要性、国内外

の諸機関の協力、ロータリアンおよびロータリークラブの協力などが考慮された結果、フィリピンは、

3－Hプログラムによる、最初の大規模免疫接種活動をするのに適切であると、認められました。 

 その結果、1979年9月、生後3か月から36か月の子ども約600万人に対して、5年計画のポリオ免疫接種

活動が始まりました。そして、この活動が、ＲＩが取り組んだ最初のポリオ撲滅活動となったのです。               

フィリピンでのワクチン投不 
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 ポリオ撲滅について    特集 

ＲＩの本栺的取り組みに先駆けた日本の活動 

 1981年、第258地区（現、第2580地区）の東京麹町ロータリークラブ（ＲＣ）は、「3－Ｈプログラ

ム」の「インドはしか免疫プロジェクト」に参加した経験がありました。同クラブでは、クラブ設立15

周年事業として1982－83年度、单インドにポリオワクチンを送り、地元のロータリアンと協力して、子

どもたちをポリオから救うことを計画したのです。 

 この計画は、第258地区と第275地区（現、第2750地区）の賛同を得て、2つの地区の世界社会奉仕

（ＷＣＳ）プロジェクトへと発展しました。ロータリー財団からは「すばらしい計画であり、感謝す

る」と評価されています。 

       上野年度のクラブ会報を担当させていただき、ＲＩの強調事項の３つを会報の紙面上で特集

することを公約しました。「識字率」「水」はすでに取り上げましたので最後は「保健」のジャンルに入る

ポリオを特集します。前号に引き続き国際ロータリーのポリオ撲滅への取り組みをロータリージャパンのＨ

Ｐより引用させていただきますのでご一読いただければ幸甚です。 



  

  

 

目標を上回る募金を達成 

 日本国内では、募金総額40億円を最終目標として、1986年7月から、日本ポリオ・プラス委員会に

より、5年計画のポリオ・プラスの募金キャンペーンが始まりました。各クラブや地区での積極的な

取り組みのおかげで、このキャンペーンが展開されていた1986年7月から1991年6月までの5年間で、

目標額をはるかに超える約49億円の寄付金を集めることができました。 

 ＲＩでは、1989年6月までの3年間をキャンペーン期間としていましたが、日本では5年計画を立て

ました。結果的には、5年間と見込んでしっかりとスケジュールを組んでいた日本のキャンペーン活

動は成功で、非常に高い実績を上げています。ＲＩでは、1988－89年度までの3年間で米貨2億4,700

万ドルを集めました。これは目標額の2倍に相当します。 
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 ポリオ撲滅について    
特集 

「ポリオ2005」の誕生 

 1982年2月のＲＩ理事会で、「ロータリークラブおよび地区が、保健、飢餓追放および人間尊重プロ

グラム、世界社会奉仕計画、社会奉仕活動を通じて、世界中の子どもたちに伝染病に対する免疫接種

を、適切な国際的、全国的、あるいは各地の保健機関と協力のもとに継続させることを奨励し、西暦

2005年に国際ロータリーの100年祭を迎えるまでに、全世界の児童をポリオから守る免疫接種を完了さ

せることを目標とする」旨を決議しました。 

 これを受けて、1984－85年度、カルロス・カンセコＲＩ会長（当時）は、この目標達成の方法をはか

るポリオ2005委員会を任命、1984年11月の理事会で同委員会からのポリオに関する報告を受理、全世

界的規模でのＲＩのポリオ撲滅活動が動き出しました。 

 1985年2月、ロータリー創始80周年に当たって、ＲＩは、ポリオ・プラス計画を発表しました。プラ

スとは、はしか、ジフテリア、破傷風、百日咳、結核の5つの病気を指します。ポリオだけではなく、

これらの病気も含め予防接種も実施することとなり、ポリオ・プラス計画と改称されたのです。 



 

 

  

 

多くの日本人がポリオワクチンを届ける 

 ロータリー財団では、ＷＨＯやＵＮＩＣＥＦと綿密に連携し、集まった尊いお金をもとに、世界各地

でポリオワクチンの投不を実施しています。しかしながら、ポリオワクチンの投不は、やさしいことで

はありません。宗教や紛争などの要因により、思うように事が運ばない場合も多々あります。ポリオワ

クチンを届けようとして、紛争に巻き込まれて亡くなった例もあります。 

 日本のロータリーとしては、1994年に非ロータリー国である中国で、ポリオワクチン一斉投不を実施

しました。また、1995年、第2650地区（福井・滋賀・京都・奈良県）はＷＣＳ（世界社会奉仕）の活

動の一環として、カンボジアでワクチン一斉投不を行いました。この時はロータリー財団から30万米ド

ル、地区からは10万米ドルを拠出しています。 

 同地区では、この活動を皮切りに、幼児たちのためのワクチン一斉投不を、1996年・モンゴルで、

1997年・ネパールで、1998年・ラオスで、1999年・ベトナムで、2000年・中国／ミャンマー国境で、

2001年・バヌアツで、2002年・ミャンマーで、2003年・カンボジアで、2004年・ラオスで、今年2005

年はパプアニューギニアでと、11年間にわたって活動を続けてきました。 

 その後、第2640地区、第2830地区など日本の多くの地区や、また、ロータリアンがポリオワクチン

投不のために多くの国々へ出かけています。 

 これらの中には、ローターアクター（ローターアクトクラブ会員）が、参加した例もあります。 

次々にポリオ撲滅宣言 

 最初にポリオの絶滅が宣言されたのは汎米（北・中・单米）地域。1994年のことでした。次いで、世

界で2番目、2000年、ＷＨＯにより西太平洋地域での「ポリオ根絶宣言」が出されました。「西太平洋

地域ポリオ根絶京都会議」――この輝かしい宣言は「京都宣言」として発表されています。 

この「京都宣言」が大きく報じられたために、日本のロータリアンの中には、ポリオは終わったとの誤

解が生まれているようです。京都宣言に続き、2002年、ヨーロッパ地域での撲滅宣言が出されています

が、これまで出された宣言は特定の地域での撲滅宣言であり、地球上すべての地域で、ポリオが撲滅さ

れたわけではありません。 
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 ポリオ撲滅について    
特集 



  

ポリオ撲滅活動の最終段階 

 100周年を記念して、2005年6月に開催されるシカゴ国際大会で、ポリオ撲滅宣言を出すために、

国際ロータリーは、2002－03年度に「約束を守ろう､ポリオをなくそう」を合言葉に､「ポリオ撲滅

募金キャンペーン」（ＰＥＦＣ）を実施しました。目標募金額は、8,000万米ドル。これには、現金､

地区財団活動資金（ＤＤＦ）、そして個人やクラブの3年間の誓約を含んでいます。 

 このＲＩの挑戦に呼応して､世界中の各クラブ、各地区では、今年度、新たな活動を展開していま

す。日本では、2005年の6月までの3年間で目標を達成するよう活動を続けています。 

 ポリオの撲滅は99％達成しましたが、ロータリアンをはじめとする多くの人々の努力にもかかわ

らず、残念ながら、6月に開催されるシカゴ国際大会で、100％撲滅宣言を出すことはできない状況

になりました。人口の多いインドでは、外部からのさらなる資金援助を必要としています。アフガニ

スタンにおける内戦の悪化も挙げられます。パキスタンでは政情丌安を抱え、国境を接しているアフ

ガニスタンからウイルスが流入する恐れもあります。ナイジェリアでは、北部の州でワクチン投不が

妨害されたために予定が大幅に遅れ、一度ポリオの撲滅を宣言した近隣諸国にポリオウイルスが再び

広がりを見せています。 

 ＲＩ国際ポリオ・プラス委員会委員長ウィリアム・サージェント氏は、「第2の恐ろしい病気が消

滅すれば、発展途上国でほかの公衆保健事業に何億ドルもの投資ができます。発祥場所を正確に把握

し、さまざまな病気群の存在を特定するために利用される研究所間のネットワークは、世界中で受け

継がれています。また、世界は、歴史上最大規模の公衆衛生運動から貴重な教訓を得ることでしょ

う」と、『THE ROTARIAN』の編集者の「長い目で見たとき、ポリオ撲滅がもつ意味はどのようなも

のでしょうか」という質問に答えて述べています。 

 『奉仕の一世紀 国際ロータリー物語』によれば、経口ポリオ・ワクチンの生みの親である敀アル

バート・セーピン博士はかつてロータリアンに、「1985年にポリオ・プラスを開始していなけれ

ば、ロータリー創立100周年の2005年にはポリオ患者が800万人に増加しており、おそらくその期間

中に80万人がポリオで死亡していたことでしょう」と語っています。 

 ロータリアンが取り組んだポリオ撲滅活動によって、ポリオの発症例は大幅に減少しました。で

も、ロータリーが掲げた目標が達成されたわけではありません。100％ポリオが撲滅したという宣言

を出すその日まで、ロータリアンとポリオの闘いが終わることはありません。 

 「約束を守ろう､ポリオをなくそう」 

引用・参考文献  

デイビッド Ｃ.フォワード 菅野多利雄日本語訳監修『奉仕の一世紀 国際ロータリー物語』2004年 

『ロータリーの友』2004年8月、2005年4月の各号 

『ロータリーの友』2005年5月号から 
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   ４月 ９日（木）休 会 （4/11・12 地区大会の振替） 

   ４月１１日（土）国際ロータリー第2820地区 地区大会（土浦市民会館） 

     １２日（日）国際ロータリー第2820地区 地区大会（土浦市民会館） 

   ４月１６日（木）移動例会 職場訪問 イーアスつくば２Ｆサイバーダインスタジオ  

                17時集合 その後は19時より「懇親会」割烹 まつもと 

   ４月２３日（木）例 会 （オークラフロンティアホテルつくば） 

                ◇新入会員卓話 宮澤泰輔会員 

                ◇会員・奥様誕生・結婚祝い ◇３月ニコニコ大賞 

   ４月３０日（木）休 会 （定款第５条第１節により） 

              

 

                          
編集後記                   （クラブ会報委員長：安藤） 

●皆様！クラブ会報３２号に、またもや誤字等を発見してしまいました。いったいど

こを見直しているのかお恥ずかしい限りです。改めまして謹んで深くお詫び申し上げ

ます。今後再びこのようなことを繰り返すことがないように、クラブ会報の校了前に

いま一度さらなる点検を心がけます。ふぅ～（汗） 

●先日子供たちが風呂に入っているスキにＴＶのチャンネルを切り替えてみたところ 

ドリフターズの「８時だよ！全員集合」の特集を放映していた。私がおそらく小学校

の高学年か中学生の頃だったか、当時は毎週土曜日の夜に「全員集合」を視ていた。 

それに近所の公会堂で番組収録があった時は、友達と自転車を飛ばして観覧しに行っ

たことも何回かあったな。そんなことを思い出しながらただ懐かしさから当時の番組

を見ただけだったが今でも十分笑えた。風呂から上がった子供たちも爆笑していたの

で今も昔も笑いのツボはそう大差ないのかな、と少しだけ安心した。ただ男性アイド

ル歌手が歌う場面をみた子供が「なんか声が郷ひろみみたいだね」と発した一言にカ

ミさんが過剰反応し「イヤダ！この人が郷ひろみなのよ！」とムキになって解説して

いたのがオカシかった。自分で気づかないだけでオレ達も同じだけ経年変化してる訳

で、特に外見は芸能人以上にお互い相当な激変ぶりだから。当時の姿を知らない子供

には別人に思えて当然だよね。ちなみに私の年齢は郷ひろみよりも年下ですから。 

●見事な桜を楽しませていただいた観桜会。準備、あと片づけ等御苦労様でした。 

  

４つのテスト４つのテスト 

１．真実かどうか１．真実かどうか            

２．みんなに公平か２．みんなに公平か        

３．好意と友情を深めるか３．好意と友情を深めるか  

４．みんなのためになるかどうか４．みんなのためになるかどうか  

つくば学園ロータリークラブ 
〒305-0047  

茨城県つくば市千現２丁目１番６つくば研究支援センターＡ２８ 

電話 029-858-0100          FAX  029-858-0101 

Email:gakuenrc@46gama.com 

 ホームページもご覧下さい 

 http://www.46gama.com/ 

    

   例会日   木曜日 １２：３０～１３：３０ 

   例会場   「オークラフロンティアホテルつくば」  

           つくば市吾妻１丁目１３６４－１ 
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 プログラム 予告    ４月 雑誌月間 

  友好クラブ 

    京都山城ロータリークラブ 

   （2650地区） 

TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I. 

 


